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一
、
は
じ
め
に

木
ノ
本
八
幡
神
社
は
、
和
歌
山
市
の
北
西
部
に

位
置
し
、
和
泉
山
脈
の
ほ
ぼ
西
端
部
に
あ
る
厳い
つ

橿か
し

山や
ま

の
中
腹
に
所
在
し
ま
す
。
地
域
の
皆
様
に
は
「
木
本

八
幡
宮
」
の
呼
び
名
の
ほ
う
が
、
知
ら
れ
て
い
る
で

し
ょ
う
か
。

当
社
の
創
祀
に
か
か
る
記
録
は
不
明
で
す
が
、
社

蔵
文
書
に
建
徳
二
年
（
１
３
７
１
）
以
降
の
寄
進
状

が
１
５
通
あ
り
、
中
世
に
は
既
に
当
地
方
の
産う

ぶ

土す
な

神が
み

と
し
て
広
く
信
仰
を
集
め
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ

れ
ま
す
。
社
記
に
よ
る
と
文
明
四
年
（
１
４
７
２
）

造
営
の
本
殿
が
、
天
正
十
三
年
（
１
５
８
５
）
の
兵

火
に
よ
り
、
宝
物
類
と
と
も
に
焼
失
し
、
そ
の
後
の

慶
長
八
年
（
１
６
０
３
）
に
仮
本
殿
を
建
て
、
元
和

四
年
（
１
６
１
８
）
に
現
在
の
本
殿
を
再
建
し
て
い

ま
す
。

こ
の
建
物
は
、
そ
の
後
寛
文
九
年
（
１
６
６
９
）、

寛
政
四
年
（
１
７
９
２
）、文
政
四
年
（
１
８
２
１
）、

弘
化
三
年（
１
８
４
６
）、明
治
十
九
年（
１
８
８
６
）、

明
治
三
九
年
（
１
９
０
６
）、
昭
和
二
六
年

（
１
９
５
１
）
な
ど
に
檜
皮
屋
根
の
葺
替
を
行
っ
て

お
り
、
墨
書
（
本
殿
の
蟇か

え
る
ま
た股や
脇
障
子
彫
刻
に
元
和

五
年
の
記
述
）
や
社
記
と
考
え
併
せ
る
と
、
元
和
四

年
か
ら
元
和
五
年
（
１
６
１
９
）
に
造
営
さ
れ
た
と

推
定
さ
れ
、
建
物
の
形
式
、
技
法
も
そ
の
年
代
の
特

徴
と
一
致
し
ま
す
。
建
築
年
代
が
明
ら
か
な
点
で
、

県
下
の
建
築
史
編
年
の
基
準
作
例
と
し
て
重
要
で
あ

る
と
認
め
ら
れ
、
昭
和
四
九
年
に
和
歌
山
県
指
定
文

化
財
と
な
り
ま
し
た
。
指
定
後
の
修
理
で
は
、
昭
和

五
十
年
、
平
成
九
年
度
に
屋
根
葺
替
工
事
を
行
い
、

平
成
二
三
年
度
に
建
物
の
傾
斜
補
正
と
木
部
の
部
分

修
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
事
業
で
は
、
令
和
二
年
度
か
ら
三
年
度

ま
で
の
二
ヶ
年
度
で
本
殿
の
屋
根
葺
替
と
部
分
修
理

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
令
和
二
年
度
は
仮
設
工
事
と

木
・
建
具
工
事
を
行
い
、
主
に
内
外
陣
境
で
過
去
の

蟻
害
に
よ
り
、
納
ま
り
に
不
具
合
が
生
じ
て
い
る
木

部
の
修
理
と
床
下
根
太
の
添
木
に
よ
る
補
強
、
格
子

戸
の
補
修
を
施
工
し
ま
し
た
。
造
作
材
に
お
い
て
は

矧
木
や
埋
木
補
修
を
施
し
、
床
組
に
つ
い
て
は
解
体

せ
ず
に
補
修
を
行
う
方
針
で
あ
る
為
、
根
太
に
添
木

に
よ
る
補
強
を
行
い
、
今
後
も
荷
重
に
耐
え
う
る
よ

う
に
対
処
し
ま
し
た
。

屋
根
の
檜
皮
葺
は
前
回
の
葺
き
替
え
か
ら
二
十

年
以
上
経
過
し
、
平
葺
の
摩
耗
が
進
ん
だ
部
分
で
小

動
物
が
穴
を
あ
け
、
軒
付
の
腐
朽
も
進
行
し
て
い
ま

し
た
。
平
葺
は
全
面
を
葺
き
替
え
、
軒
付
は
腐
朽
し

て
い
た
部
分
を
積
み
替
え
ま
し
た
。

屋
根
葺
替
が
完
了
し
た
後
、
箱
棟
木
部
の
破
損

箇
所
の
補
修
と
箔
押
し
補
修
を
行
っ
た
飾
り
金
具
の

取
り
付
け
を
行
い
ま
し
た
。

二
、
本
殿
に
つ
い
て

本
殿
は
切
妻
屋
根
の
平
入
り
で
、
正
面
に
柱
が

四
本
建
て
ら
れ
、
向
拝
と
い
う
庇
が
取
り
付
く
三
間

社
流
造
と
い
う
形
式
で
、
屋
根
を
檜
皮
で
葺
い
て
い

ま
す
。
修
理
の
記
録
が
残
っ
て
い
る
小
屋
組
と
軒
ま

わ
り
、
浜
縁
以
外
は
、
当
初
の
部
材
を
よ
く
残
し
て

お
り
、
建
立
後
に
は
解
体
修
理
が
実
施
さ
れ
て
い
な

い
も
の
と
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

全
体
的
に
彫
刻
や
木き

鼻ば
な

な
ど
の
形
が
良
く
整
い
、

精
緻
な
技
術
が
目
を
引
き
、
蟇
股
は
紀
州
北
部
に
お

い
て
室
町
時
代
か
ら
展
開
し
た
建
築
装
飾
に
お
け
る

江
戸
初
期
の
特
徴
を
良
く
現
し
て
い
ま
す
。

屋根の修理前破損状況（写真１）

軒付積み替え作業状況（写真２）
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正
面
の
向
拝
柱
上
の
垂た
る

木き

勾
配
に
沿
っ
た
部
分

に
配
さ
れ
て
い
る
手た
ば
さ
み挟

（
写
真
３
）
と
い
う
部
材
に

は
、
外
側
か
ら
内
部
に
か
け
て
立
体
的
に
彫
刻
を
仕

上
げ
た
、
籠か
ご

彫ぼ

り
と
呼
ば
れ
る
高
度
な
技
法
が
施
さ

れ
、
向
拝
の
木
鼻
の
龍
（
写
真
４
）
の
表
情
に
も
躍

動
感
が
あ
ふ
れ
ま
す
。

ま
た
、
側
面
の
大た
い

瓶へ
い

束づ
か

上
の
妻
飾
り
（
写
真
５
）

に
は
整
っ
た
木
鼻
が
付
き
、
彩
色
で
塗
り
分
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
一
方
で
正
面
の
組
物
ま
わ
り（
写
真
６
）

で
は
、
塗
装
の
痕
跡
が
確
認
で
き
る
も
の
の
、
剥は
く

落ら
く

が
著
し
い
状
態
で
し
た
。

蟇
股
の
な
ど
彫
刻
は
細
部
ま
で
塗
装
が
失
わ
れ
、

素
木
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
同
様
の
状
況
が

近
隣
の
加
太
春
日
神
社
本
殿
や
年
代
の
近
い
藤
白
神

社
本
殿
に
お
い
て
も
確
認
さ
れ
、
あ
る
時
期
、
意
図

的
に
掻
き
落
と
さ
れ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
の
時
に
手
の
届
く
範
囲
は
入
念
に
塗
装
を
剥

が
し
た
と
も
み
ら
れ
、
見
え
隠
れ
に
な
る
長な
げ

押し

上
部

か
ら
軒
ま
わ
り
ま
で
、
表
面
に
塗
装
痕
跡
が
所
々
に

残
っ
て
お
り
塗
装
範
囲
を
特
定
出
来
そ
う
で
す
が
、

縁
周
辺
に
つ
い
て
は
部
材
の
取
り
合
い
に
、
薄
く
痕

跡
を
確
認
可
能
な
程
度
で
し
た
。
顔
料
は
赤
色
と
白

色
、
緑
色
、
黒
色
が
散
見
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
文
様

は
組
物
に
連れ

ん

珠じ
ゅ

付
き
条
じ
ょ
う

帯た
い

文も
ん

が
確
認
で
き
、
正
面
の

柱
の
長
押
裏
に
は
絵
様
の
痕
跡
が
認
め
ら
れ
ま
し
た

（
写
真
７
、８
）。
こ
の
よ
う
に
、
本
殿
が
鮮
や
か
な

極
彩
色
で
塗
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
間
違
い

な
い
よ
う
で
す
が
、
明
治
期
か
ら
昭
和
初
期
に
造
営

さ
れ
た
神
社
の
多
く
が
素
木
で
建
て
ら
れ
て
い
る
こ

と
と
塗
装
が
落
と
さ
れ
た
理
由
は
共
通
し
て
い
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

三
、
建
築
彫
刻
の
主
題
と
配
置

彫
刻
は
、
こ
の
本
殿
の
大
き
な
特
徴
の
ひ
と
つ

で
す
。
し
か
し
、
拝
殿
か
ら
石
階
段
を
上
っ
た
位
置

に
あ
る
こ
と
か
ら
、
普
段
は
間
近
に
見
る
こ
と
の
出

来
な
い
為
、
修
理
事
業
に
と
も
な
い
撮
影
し
た
記
録

写
真
で
彫
刻
の
主
題
に
つ
い
て
紹
介
い
た
し
ま
す
。

ま
ず
、
本
殿
の
各
部
材
に
施
さ
れ
た
彫
刻
主
題
の
配

龍・雲 獅子・牡丹虎・竹

栗鼠・枇杷兎・波・月

Ｎ

龍龍

※小鳥・椿鹿・楓

鶯・梅鳳凰・桐

向拝の手挟（写真３）

大瓶束上の妻飾り（写真５）東妻面の塗装痕跡残存状況（写真７）

向拝木鼻の龍（写真４）

組物まわりの彩色痕跡（写真６）正面長押裏の絵様痕跡残存状況（写真８）

彫刻主題の配置（図１）

「条帯文」
白

緑
赤

黒
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置
を
平
面
図
上
に
示
す
と
（
図
１
）
の
通
り
と
な
り

ま
す
。
ま
た
、
向
拝
水
引
虹こ
う
り
ょ
う
梁
に
は
「
渦
文
・
若

葉
」
が
彫
ら
れ
て
い
ま
す
が
（
表
紙
写
真
）、
真
円

に
近
い
渦
が
細
く
優
雅
に
彫
ら
れ
、
簡
素
な
若
葉
が

添
え
ら
れ
て
い
る
点
に
時
代
の
特
徴
が
表
わ
れ
て
い

ま
す
。

蟇
股
内
の
彫
刻
は
、
虎
の
縞
模
様
や
龍
の
胴
体
な

ど
に
彩
色
さ
れ
て
い
た
痕
跡
も
う
っ
す
ら
と
確
認
で

き
ま
し
た
。
蟇
股
内
の
彫
刻
は
色
が
分
か
り
に
く
く

な
っ
て
い
ま
す
が
、
見
た
目
と
主
題
の
組
み
合
わ
せ

の
類
例
を
基
に
整
理
し
ま
し
た
（
図
１
）（
写
真
９
）。

手
挟
の
籠
彫
り
は
、
東
側
が
富
貴
を
意
味
す
る

「
牡
丹
」
で
、
西
側
が
吉
祥
を
意
味
す
る
「
菊
」
を

モ
チ
ー
フ
に
し
て
い
ま
す
。
脇
障
子
で
は
、
東
側
は

中
国
故
事
の
、
平
和
な
世
の
中
と
民
衆
の
平
安
を
象

徴
し
た
「
諫か
ん

鼓こ

鳥ど
り

」
を
主
題
と
し
（
風
車
４５
号
コ
ラ

ム
参
照
）、西
側
は
武
門
の
力
を
象
徴
す
る「
鷹
と
松
」

を
彫
刻
し
て
い
ま
す
（
写
真
１０
）。
こ
の
手
挟
や
脇

障
子
の
主
題
の
組
み
合
わ
せ
は
、
近
辺
の
社
殿
に
も

使
わ
れ
て
お
り
、
当
時
の
人
々
に
と
っ
て
は
普
遍
的

な
テ
ー
マ
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

続
い
て
本
殿
の
彫
刻
の
特
徴
を
ご
理
解
い
た
だ

く
た
め
に
、
大
工
彫
刻
の
変
遷
を
紹
介
し
ま
す
。
古

代
の
建
物
で
は
、
太
い
柱
列
や
深
い
軒
を
支
え
る
組

物
な
ど
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
り
建
物
全
体
が
ひ
と
つ

の
彫
塑
の
よ
う
に
表
現
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
鎌
倉

時
代
に
な
る
と
次
第
に
細
部
が
装
飾
さ
れ
て
い
く
よ

う
に
な
っ
て
き
ま
す
。
そ
の
一
つ
に
柱
間
で
桁
な
ど

を
支
え
る
蟇
股
が
あ
り
、
股
の
間
に
彫
刻
が
施
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
初
期
の
彫
刻
は
唐
草
な
ど
左

右
対
称
の
幾
何
学
的
で
平
面
的
な
紋
様
状
で
、
全
国

に
残
る
建
物
で
特
徴
は
共
通
し
ま
す
。

次
第
に
左
右
対
称
が
崩
れ
、
彫
刻
も
肉
厚
な
も

の
へ
と
変
化
し
て
い
き
、
室
町
時
代
に
な
る
と
具
象

的
な
モ
チ
ー
フ
が
現
れ
だ
し
、
県
内
で
は
寛
正
三
年

（
１
４
６
２
）建
立
の
鞆
渕
八
幡
宮
本
殿（
紀
の
川
市
）

に
鹿
と
楓
が
認
め
ら
れ
ま
す
。

獅子・牡丹鳳凰・桐兎・波・月

龍・雲鶯・梅鹿・楓

虎・竹小鳥 ( ※不確定ため参考 )・椿

諫鼓鳥鷹と松

脇障子彫刻の主題（写真１０）

栗鼠・枇杷
蟇股彫刻の主題一覧（写真９）
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こ
の
彫
刻
は
比
較
的
素
朴
な
も
の
で
し
た
が
、
永

正
十
四
年
（
１
５
１
７
）
の
丹
生
官
省
符
神
社
本
殿

（
写
真
１１
）
に
お
い
て
は
、
格
段
に
彫
刻
の
精
度
が

上
が
り
、
立
体
感
も
出
て
き
ま
す
。

桃
山
時
代
に
入
る
と
さ
ら
に
迫
力
が
増
し
、
慶

長
元
年
（
１
５
９
６
）
の
加
太
春
日
神
社
本
殿
（
和

歌
山
市
）
で
は
額
縁
に
見
立
て
て
い
た
股
か
ら
彫
刻

が
溢
れ
出
し
て
い
ま
す
（
写
真
１２
）。

一
方
で
、
江
戸
時
代
初
期
で
あ
る
元
和
５
年

（
１
６
１
９
）
に
お
い
て
は
、
彫
刻
は
さ
ら
に
洗
練

さ
れ
て
い
な
が
ら
も
、
再
び
額
縁
の
内
側
に
整
然
と

納
ま
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

こ
の
特
徴
は
、
和
歌
山
市
和
歌
浦
で
並
び
立
つ

天
満
神
社
本
殿
・
慶
長
四
年
と
東
照
宮
拝
殿
・
石
の

間
・
本
殿
・
元
和
四
年
で
も
同
様
で
す
。
東
照
宮
で

は
蟇
股
と
組
物
の
間
の
板
壁
部
分
も
彫
刻
で
埋
め
尽

く
さ
れ
ま
す
が
、
個
々
の
彫
刻
が
枠
を
超
え
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。さ
ら
に
時
代
が
下
る
徳
川
家
霊
台
・

寛
永
二
十
年
（
１
６
４
３
）
で
は
『
彫
師
』
と
の
墨

書
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
時
点
で
既
に
彫
刻
は

大
工
が
建
物
の
一
部
と
し
て
作
る
の
で
は
な
く
、
別

に
拵
え
た
も
の
を
は
め
込
む
物
と
な
っ
て
い
た
よ
う

で
す
。

改
め
て
木
ノ
本
八
幡
神
社
本
殿
を
見
る
と
、
彫

刻
は
枠
に
納
ま
る
も
の
の
躍
動
感
が
あ
り
、
木
太
く

重
厚
な
柱
や
組
物
と
の
均
整
の
と
れ
た
納
ま
り
に
、

桃
山
時
代
の
大
工
彫
刻
の
な
ご
り
を
感
じ
取
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

四
、
お
わ
り
に

木
ノ
本
八
幡
神
社
本
殿
は
住
宅
地
の
奥
ま
っ
た

位
置
に
ひ
っ
そ
り
と
佇
み
、
周
囲
に
は
穏
や
か
な
空

気
が
漂
っ
て
い
ま
す
。

本
殿
は
建
物
の
保
護
の
為
、
囲
わ
れ
て
い
る
の

で
、
今
回
ご
紹
介
し
た
彫
刻
類
や
塗
装
痕
跡
を
間
近

に
御
覧
い
た
だ
く
の
は
難
し
い
と
は
思
い
ま
す
が
、

是
非
、
お
参
り
い
た
だ
き
、
修
理
に
よ
っ
て
檜
皮
葺

き
を
完
了
し
た
屋
根
と
と
も
に
、
境
内
の
雰
囲
気
を

味
わ
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。（

大
給
友
樹
）

木ノ本八幡神社本殿 正面図・側面図・梁間断面図（図２）

丹生官省符神社第三殿の蟇股（写真１１）

加太春日神社本殿の蟇股（写真１２）

県指定文化財 木ノ本八幡神社本殿　梁間断面図   
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県指定文化財 木ノ本八幡神社本殿　東立面図図   
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令
和
２
年
度
に
、
日
高
郡
美
浜
町
所
在
の
吉
原

遺
跡
の
発
掘
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
（
図
1
）。

調
査
地
は
日
高
平
野
の
太
平
洋
に
面
し
た
海
岸
砂

丘
上
に
あ
る
、
煙え
ん

樹じ
ゅ

ヶが

浜は
ま

海
岸
内
の
保
安
林
の
一

画
で
す
（
写
真
１
）。

元
和
5
年（
１
６
１
９
年
）、紀
州
徳
川
家
初
代
・

徳
川
頼
宣
に
よ
り
植
林
が
行
わ
れ
て
以
降
、
地
元

民
の
努
力
に
よ
っ
て
煙
樹
ヶ
浜
海
岸
の
松
林
は
守

ら
れ
て
き
ま
し
た
。

表
土
は
松
な
ど
の
防
風
林
に
よ
る
腐
植
土
層

で
、
そ
の
下
層
、
黄
褐
色
細
砂
は
弥
生
時
代
中
期

か
ら
中
世
、
近
世
以
降
の
遺
物
包
含
層
で
し
た
。

そ
の
遺
物
包
含
層

の
下
層
で
、
弥
生

時
代
か
ら
古
墳
時

代
の
溝
や
土
器
の

納
め
ら
れ
た
土
坑

な
ど
の
遺
構
（
生

活
痕
跡
）
を
確
認

し
ま
し
た
。（
詳

し
く
は
２
０
２
１

年
刊
行
の
発
掘
調

査
報
告
書
を
ご
参

照
く
だ
さ
い
。）

発
掘
調
査
の
終

了
後
、
さ
ら
に
下

層
に
ヒ
ト
の
生
活

痕
跡
が
な
い
か
、

調
査
範
囲
の
一
部

を
１
ｍ
ほ
ど
掘
り
下
げ
て
み
る
と
、
時
期
は
不
明

で
す
が
、
津
波
の
痕
跡
を
発
見
し
ま
し
た
（
写
真

２
）。
直
径
１
～
５
㎝
の
丸
み
の
あ
る
石
を
多
く

含
む
、
厚
さ
２５
～
３０
㎝
の
堆
積
層
か
ら
、
弥
生
時

代
よ
り
も
古
い
時
期
に
、
こ
の
周
辺
で
津
波
の
被

害
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

今
回
の
調
査
地
近
く
の
、
美
浜
町
中
央
公
民

館
浜
ノ
瀬
分
館
の
敷
地
内
に
は
安
政
南
海
地
震

（
１
８
５
４
年
）
に
ま
つ
わ
る
石
碑
「
美
浜
の
津

浪
之
記
事
碑
」（
花か

崗こ
う

岩が
ん

質し
つ

岩が
ん

製せ
い

）
が
立
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
安
政
南
海
地
震
に
よ
っ
て
津
波

の
被
害
を
受
け
た
人
物
、
藤
井
村
の
瀬
戸
佐
一
郎

（
現
在
の
御
坊
市
藤
田
町
藤
井
）
に
よ
り
建
立
さ

１
ｍ

津波堆積層





れ
た
も
の
で
、
大
地
震
の
時
は
、
小
高
い
場
所
に

避
難
し
て
、
船
で
逃
げ
よ
う
と
し
て
は
い
け
な
い

と
説
い
て
い
ま
す
。

今
回
の
発
掘
調
査
成
果
や
過
去
の
文
献
資
料
な

ど
で
、
幾
度
も
津
波
の
被
害
に
あ
っ
て
い
た
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。
過
去
に
起
こ
っ
た
災
害
が
、

将
来
に
起
こ
り
得
る
と
い
う
こ
と
を
改
め
て
考
え

さ
せ
ら
れ
た
調
査
で
し
た
。（
田
之
上
裕
子
）

参
考
文
献

和
歌
山
県
立
博
物
館
編
（
２
０
１
５
）『
先
人
が
残
し
て

く
れ
た
「
災
害
の
記
憶
」
を
未
来
に
伝
え
る
Ⅰ
―
命
と

文
化
財
と
を
守
る
た
め
に
―
』
ほ
か

吉
原
遺
跡
周
辺
の
自
然
災
害

写真 1　太平洋と煙樹ヶ浜海岸

写真 2　令和２年度調査で
発見した津波堆積層

図 1　美浜町周辺　遺跡地図

吉原遺跡

津波堆積層
1m
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埋
蔵
文
化
財
課
　
吉
原
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
汽
車
茶
瓶

文
化
財
建
造
物
課
　細
部
を
見
つ
め
る
～
木
ノ
本
八
幡
神
社
の
宮
殿

7
7
3

565

宮殿全景

正面図

し
く
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０
２
１
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刊
行
の
発
掘
調

査
報
告
書
を
ご
参

照
く
だ
さ
い
。）

発
掘
調
査
の
終

了
後
、
さ
ら
に
下

層
に
ヒ
ト
の
生
活

痕
跡
が
な
い
か
、

調
査
範
囲
の
一
部

を
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ｍ
ほ
ど
掘
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下
げ
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み
る
と
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時
期
は
不
明

で
す
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の
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の
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浜
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瀬
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地
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（
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５
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つ
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「
美
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の
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之
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）
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立
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い
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。
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安
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津
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被
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前
頁
か
ら
引
き
続
い
て
、
令
和
２
年
度
の
吉
原
遺
跡
発
掘
調
査
成
果
か
ら
、
近

現
代
の
ご
み
穴
で
、
面
白
い
も
の
が
出
土
し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

現
在
、
お
茶
は
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
入
っ
た
も
の
を
購
入
す
る
こ
と
が
多
い
で

す
が
、
明
治
時
代
以
降
、
駅
弁
と
と
も
に
購
入
し
た
お
茶
は
汽
車
茶
瓶
と
呼
ば
れ

る
陶
器
や
ガ
ラ
ス
の
容
器
で
販
売
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

今
回
見
つ
か
っ
た
汽
車
茶
瓶
は
、
昭
和
２０
～
３０
年
代
に
泥の

漿た

鋳い

込こ

み
成
形
に
よ

り
製
造
さ
れ
た
も
の
で
、
側
面
に
「
お
茶
」
の
文
字
と
「
国
鉄
機
関
車
動
輪
」
の

マ
ー
ク
が
刻
印
さ
れ
て
い
ま
す
（
泥
漿
鋳
込
み
成
形
と
は
、
泥
漿 

（
粘
土
を
水
に

溶
い
た
も
の
）
を
石
膏
型
に
流
し
込
ん
で
成
形
す
る
方
法
で
す
）。
蒸
気
機
関
車

の
車
輪
で
あ
る
動
輪
（
ス
ポ
ー
ク
）
を
か
た
ど
っ
た
も
の
で
、
明
治
４２
年
に
制
定

さ
れ
て
以
降
、
国
鉄
（
日
本
国
有
鉄
道
の
略
称
。
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
の
前
身
。）
の

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
と
し
て
使
わ
れ
ま
し
た
。

旅
の
思
い
出
に
持
ち
帰
り
、
時

が
経
ち
、
捨
て
ら
れ
た
も
の
だ
と

思
わ
れ
ま
す
。
当
時
の
列
車
の
旅

が
思
い
起
こ
さ
れ
る
出
土
遺
物
で

す
。昭

和
３０
年
頃
か
ら
は
ポ
リ
エ

ス
テ
ル
容
器
に
入
れ
て
販
売
す
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
各
云
う
筆

者
は
、
子
供
の
頃
に
ポ
リ
エ
ス
テ

ル
容
器
の
茶
を
飲
ん
だ
記
憶
が
あ

り
ま
す
。
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
臭
が
し

て
微
妙
な
味
で
し
た
が
。

（
田
之
上
裕
子
）

木
ノ
本
八
幡
神
社
の
本
殿
に
は
御
神
体
を
ま
つ
っ
て
い
る
「
宮く

う

殿で
ん

」
と
呼
ば
れ

る
造
作
物
が
収
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
宮
殿
は
社
殿
を
表
現
し
て
お
り
、
こ
の
よ
う

な
形
は
鎌
倉
時
代
後
期
以
降
に
主
流
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。
県
内
で
は
丹
生
都
比

売
神
社
の
社
殿
が
嘉
元
三
年
（
１
３
０
５
）
に
造
り
替
え
ら
れ
た
時
に
造
作
し
た

宮
殿
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
ち
ら
の
本
殿
内
部
に
据
え
ら
れ
る
宮
殿
は
小
さ
く
、
簡
素
な
形
態
を
示
し
て

い
ま
す
が
、
屋
根
は
入
母
屋
造
と
い
う
社
寺
な
ど
の
格
式
が
高
い
建
物
で
見
ら
れ

る
形
式
で
軒
先
も
反
り
が
付
き
、
細
か
な
部
分
も
表
現
し
て
い
ま
す
。

本
殿
と
同
時
期
の
昭
和
４９
年
に
県
の
附

つ
け
た
り指
定
と
さ
れ
た
貴
重
な
文
化
財
で
す

が
、
普
段
は
本
殿
の
内
陣
に
納
め
ら
れ
て
い
る
為
、
人
の
目
に
ふ
れ
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
本
殿
修
理
の
間
、
仮
殿
へ
御
神
体
が
お
移
り
の
間
に
調
査
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

（
大
給 

友
樹
）

吉原遺跡で見つかった汽車茶瓶
と動輪マーク（赤丸部分）

本来、湯呑兼用
の蓋がつく
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